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～「究極の競争力」を生む3要素と実践への7提言～
　　綱島 邦夫

強い「企業文化」の創り方

第一章：企業文化は究極の競争力

第二章：弱い企業文化
①仕事主義
②サイロ化
③悪平等

第三章：強い企業文化を創る3つの要素
①存在理由・使命の伝承
②成果を生む企業風土
③戦略を支える文化

第四章：強い企業文化の事例
① J& J（使命の伝承）
②ネスレ（使命の伝承）
③ IBM（成果を生む企業風土）
④GE（戦略を支える文化）

第五章：実践への7つの提言
提言 1：企業文化に取り組む意義の確認
提言 2：自社の企業文化の定期的な観測
提言 3：心に染みるメッセージの発信
提言 4：リーダーや社員の規範への組み込み
提言 5：研修プログラムへの組み込み
提言 6：社員の採用基準とプロセスへのこだわり
提言 7：人事システムとの連動

■組織の人格を高めるために
　組織は人間の集団ですが，得体の知れない存在です。
個々の人間は血の通った生き物ですが，組織は組織と
しての無機質な人格を持ちます。個々の社員の意志と
は別に勝手に振る舞い，行動をするわがままな存在で
もあります。本論では組織の人格を企業文化と呼びま
す。強い企業文化は企業の業績をドライブし，競争力
の源泉になります。一方，企業の業績を妨げ，不祥事
の温床になる弱い企業文化も存在します。企業文化は
絶大な権限を持つ経営者が命令しても変わるものでは
ありません。
　どうすれば弱い企業文化の発達を抑え，強い企業文
化を創ることができるのか。本稿は経営者と人事パー
ソンに求められる思考のフレームワークと着眼点を示
すことを目的にしています。企業文化を構成する 3つ
の要素を明らかにし，どのような取り組みをすればよ
いのか，を明らかにします。そのうえで，経営者の心
構えに始まり，人事的な施策の検討に至る 7つの具体
的な提言をしています。
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